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本日のメニュー本日のメニュー

1. 企業における研究開発
2. シーズ開発の実例 1
チーズによるメタボリックシンドローム予防

3. シーズ開発の実例 2
乳製品、特に乳塩基性タンパク質と骨

最もオーソドックスな進め方であるが・・・
•売れる/売れないは企画段階でほぼ決まる
•開発期間は技術課題の難易度に依存
•類似商品が出やすく、市場優位性に乏しい
•その結果、価格競争に巻き込まれる

商品の企画から発売まで商品の企画から発売まで

発酵
酵素変換
菌制御

商品企画 研究開発 商品開発 生産発売

•市場調査
•コンセプト
•スペック
•販売戦略

•技術課題解決
•特許出願
•技術資料
•学会、論文

•配合
•試作・評価
•ラインテスト
•収支計算
•保存試験
•製造資料

•商談サンプル
•本生産
•品質管理
•商談
•販売促進

独自の技術シーズを商品に応用
•開発期間が長い
•競合他社は真似できない。市場優位性。
•収益性が高い
•技術者が自己満足する商品は売れない！

技術シーズをベースにした開発技術シーズをベースにした開発

製造技術

発酵
酵素変換
菌制御

技術シーズ
ベースの
商品企画

研究開発 商品開発 生産発売

•市場調査
•コンセプト
•スペック
•販売戦略

•技術課題解決
•特許出願
•技術資料
•学会、論文

•配合
•試作・評価
•ラインテスト
•収支計算
•保存試験
•製造資料

•商談サンプル
•本生産
•品質管理
•商談
•販売促進
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乳製品はメタボリックシンドロームを予防する乳製品はメタボリックシンドロームを予防する
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肥満
BMI≧30 糖尿病
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高血圧
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高脂血症

乳製品摂取
回／週
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≧35

乳製品摂取とメタボリックシンドロームの関係（10年
間の調査、n=3,157)

JAMA, 287:2081-2089, 2002
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低Ca(430mg/日、サプリ）

高Ca(1,256mg/日、サプリ）

高Ca(1,137mg/日、乳製品）

カルシウム摂取が腹囲変化に及ぼす影響
体重100kg前後の男女32名（男5名、女27名）に500kCal減らした食事を与え、さらにカルシ
ウムを追加　Zemel et al, Obes. Res. 12:582-590, 2004

カルシウムおよび乳製品摂取は肥満を抑えるカルシウムおよび乳製品摂取は肥満を抑える
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乳・乳製品が体脂肪率を低下させる

牛乳摂取量と女子中高生の体脂肪率
東京、埼玉、茨城、長野の中高生6,000名を対象
上西一弘、メディアミルクセミナー　J-MILK HPより

ﾜｲﾝ・ﾁｰｽﾞ摂取量と循環器系疾患死亡率
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r=-0.893
p=0.007

0

100

200

300

400

5 10 15 20 25 30

(kg/年/人)

アメリカ

0

50

100

150

200

250

0 20 40 60 80

ワイン消費量（L/年/人）

ｲｷﾞﾘｽ

ﾄﾞｲﾂ

ｲﾀﾘｱ

ﾌﾗﾝｽ

国際酪農連盟（1999）、国際葡萄・葡萄酒機構（1999）、英国心臓財団（1999）
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ゴーダチーズ

パルメザンチーズ

ブルーチーズ

カマンベールチーズ

抗酸化活性(%)

チーズは高い抗酸化活性を示す

井越（九州東海大）、日本畜産学会（2004年）

ワイン：ポリフェノールの抗酸化性
では、チーズにも抗酸化性あるのでは？

肥満によるｱﾃﾞｨﾎﾟﾈｸﾁﾝ低下が
ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑを引き起こす

内臓脂肪の電子顕微鏡写真
（国際医療福祉大学杉原甫教授）

　　肥満
（120-130 mm）

　　健常
（70-90 mm） アディポネクチン分泌正常

アディポネクチン分泌低下

酸
化
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In vivo 機能性評価（ラット）
‐ 血中脂質、内臓脂肪蓄積抑制 ‐
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ﾁｰｽﾞ摂取が血清ｱﾃﾞｨﾎﾟﾈｸﾁﾝ
濃度を維持した（ラット）

0

2

4

6

8

10

12

14

16

4週間目 8週間目

対照群 ﾁｰｽﾞ摂取群

*p<0.05

血
清
周
咍
呩
咣
咓
呵
咇
咸
濃
度

（µg/ml）

日本栄養食糧学会（2006年）
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In vitro 機能性探索
‐ 抗酸化ペプチドの分離 ‐
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HPIKHQGLPQ α-S1カゼイン4～13

・チーズサンプル：芳醇ゴーダ
・フラクション(Fr. 1 - 11)分離：
　逆相HPLC（C18)
・抗酸化活性評価：βカロテン退色法

チーズデカペプチド

ﾁｰｽﾞﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞが内臓脂肪細胞の
ｱﾃﾞｨﾎﾟﾈｸﾁﾝ産生を促進した

ﾁｰｽﾞﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ濃度(μM）
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日本栄養食糧学会（2006年）

 チーズはアルコールによる肝臓障
害を軽減する （ラット）
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破骨細胞

骨吸収

骨形成

骨組織のリモデリング骨組織のリモデリング

骨

新しい骨

古い骨
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コラーゲン

ライフステージと骨の健康ライフステージと骨の健康

骨密度(g/cm2)
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•骨粗鬆症　　　骨折　　　寝たきり
•今、若い女性の骨密度低下が問題　　　　　　　
ダイエット、牛乳・乳製品の摂取不足、
運動不足による骨量減少
•妊娠・出産による骨リスク
•子ども：運動不足、朝食抜き、牛乳嫌い

体全体の骨密度変化(g/cm2)
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運動とCa摂取が1年後の骨密度変化に及ぼす影響
8-13歳の初潮前白人女性を対象(FR)

Int. J. Sports Med. 26:332-338, 2005

n=12

n=10
n=42

n=21

上西一弘、全国骨密度調査2005報告会、J-MILK　HPより

子ども時代の運動と乳製品摂取が骨強化に有効

小中学校時代の牛乳摂取量、運動経験と女子校生の骨
密度　44都道府県の高校生 13,000名
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年代別、牛乳飲用状況別の骨量
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小学生 中学生 現在

牛乳摂取状況（1日あたり）
①400ml以上
②200～400ml
③100～200ml
④ほとんど飲まない

50歳代
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小学生、中学生時の
牛乳摂取が40歳代、
50歳代まで影響する

OSI

OSI

スライド　３女子栄養大学　上西教授より拝借

ᲽᲽミルクの神秘への挑戦ミルクの神秘への挑戦

子は乳のみで、体、心、頭脳が発育
Ca以外に骨の成長に有効な成分があるはず。

骨強化成分 MBPⓇ の発見！

乳は他の個体に与えるための唯一の天然食品

脱塩乳素材にも骨強化作用。

Milk　Basic　Protein
乳 塩基性 タンパク質

陽イオン交換樹脂

NaCl溶出

脱 塩

乾 燥

乳乳

MBPMBP®®

　MBP®は骨密度を高める
　（女子大生の腰椎）

*p<0.05
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*
骨密度増加率(%)

Uenishi K. et al.: Osteoporosis International (2007)

若年成人女性
において、
MBP®の有効
性を確認！

対象：女子大学生（平均21.3歳）
群：プラセボ飲料群（18名）または
　　MBPⓇ飲料群（40mg/本、17名）
期間：6ヶ月間
測定：DXA法により腰椎骨密度を測定

他に、成人女性、成人
男性、更年期女性、高
齢者でも検証

　MBPⓇは骨形成と骨吸収の
　ﾊﾞﾗﾝｽを整える
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Toba Y. et al.: Biosci Biotechnol Biochem,65,1353(2001)

適度な運動とバランスのとれた食事
　特に、3 A Dayの実践

シーズ発掘

サンプルをよく見て、手で触り、サンプルをよく見て、手で触り、

匂いをかぎ、舐めてみる匂いをかぎ、舐めてみる

異分野の人とのコミュニケーション異分野の人とのコミュニケーション

再現性のある失敗・異常値の裏に再現性のある失敗・異常値の裏に

ネタは潜んでいるネタは潜んでいる

教科書や論文を教科書や論文を100%100%信じてはいけない信じてはいけない

専門家としての常識にとらわれない専門家としての常識にとらわれない


